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●美濃加茂市の水道のあらまし

－１－

美濃加茂市の水道は、戦後しばらくは地下水（浅井戸）に
頼っていましたが、根本的な水不足や安全な水道の必要性か
ら、飛騨川から取水して昭和３３年の旧森山浄水場（市）に
よる太田・古井地区への給水が始まりました。

その後、市内全域への給水計画を立て、昭和５１年からは
山之上浄水場（県営水道）から受水するようになりました。

また平成２１年からは新森山浄水場（現行）により給水さ
れています。

現在は市水（森山浄水場）と県水（山之上浄水場）の２つ
の浄水場で作られた安全・安心な水道水をみなさんへお届け
しています。

※市水も県水も、取水場所は異なりますが、飛騨川で取水します。
県水の水源は下呂市にある「岩屋ダム」となりますが、市の水利
権に基づく水源は飛騨川となります。 森山浄水場

（市水）
岐阜県東部広域水道事務所

山之上浄水場
（県水）

岩屋ダム（下呂市）
（水源）

◆岐阜県東部上水道用水供給事業からの給水◆

経済の高度成長や急速な都市化による水需要に対して、市
町が保有する水源が十分ではなく、また新たな水資源の開発
も個々の市町で対応するのは困難であったため、岐阜県は、
昭和４７年４月木曽川右岸上水道用水供給事業の建設に着手
し、昭和５１年１２月から給水を始めました。

現在、岩屋ダムを水源とする岐阜県の用水供給事業により、
当市を含む可茂地域の一部の市町に水道水が送られています。

◆森山浄水場◆

旧 森山浄水場の処理方式 → 高速凝集沈殿＋砂ろ過
⇓

新 森山浄水場の処理方式 → 膜ろ過

膜ろ過の長所
・省スペース設計で、膜はカートリッジで簡単交換
・マンガン質の除去等により、よりきれいな水

取水：飛騨川白川取水口 取水：飛騨川森山浄水場下

Ｐ１８参照

飛騨川（水源）



項 目 内 容

①給水開始年月 昭和３３年１０月

②給水開始時 給水人口 １５，５００人

③事業計画 認可年月日（第４次変更） 平成１６年３月３１日

④事業計画 給水人口 ５７，６００人

⑤事業計画 一人一日当たり最大給水量 ４２０リットル／日

⑥事業計画 一日最大給水量 ２４，２００㎥／日

⑦事業計画 一日最大受取水量
※県営水道の数値は最大受水量のため自己水との合計
が⑥とは一致しない

自己水(水利権)： ５，４００㎥／日
県営水道(受水)：１９，１８０㎥／日

⑧水道ビジョン策定年度
旧 平成２１年度～
新 令和 ３年度～令和１２年度

●沿 革

●取水から利用者へ水を届ける流れ

森山浄水場（市：自己水） 配水池
（調整池・ポンプ場）

利用者

山之上浄水場（県：受水） 配水池 利用者
（調整池・ポンプ場）

※次ページで詳細

★用語説明★
取水‥‥川から水を汲む
浄水‥‥汲んだ水をキレイにする
受水‥‥県から水を買い受ける
配水‥‥浄水を各エリアへ配る(配水管)
給水‥‥水を利用者へ供給する(給水管)

飛騨川（森山町）

飛騨川（白川取水口）

－２－

水を汲んできれいにして配水池へ送る 溜めて配る取水場所

★１㎥（立方メートル）とは★
・１m×１m×１mの容積
・１㎥＝1,000リットル
・浴槽が約180～200リットルなので、
１㎥は浴槽約５杯分



●配水の系統図

森山浄水場
（市：自己水）

森山配水池

下米田配水池

東部調整池 下米田町の信友・山本

下米田町・牧野の大部分

高山線以南の太田・古井地区

山之上浄水場
（県：受水）

上野配水池

前平調整池

佐口配水池

広橋調整池

高山線以北の太田・古井地区

西町・加茂野町の一部

加茂野町・蜂屋町の大部分

伊深町・蜂屋町広橋

中之番配水池

金谷調整池

山之上町（中之番・上野・佐口・本地の一部)

古井地区（森山町５丁目・６丁目）

山之上町（金谷・西洞・田畑・南坂）・蜂屋町大洞

日西洞調整池

三和町川浦（ポンプ場２箇所有）

三和町廿屋（ポンプ場２箇所有）

１，３００㎥

３，１５０㎥

２，０００㎥

６，０００㎥

１，０００㎥

※配水池の数値は容量

緊急連絡管（県との共有管）

緊急時送水管

県水 東農地域
（県：受水）

通
常
時

緊
急
時

（
支
援
連
絡
管
）

－３－

森山配水池

広橋調整池

中之番配水池



－４－

●水道施設の位置図



●法令・条例・会計原則

事業の法令

●水道法
〇水道法施行令
〇水道法施行規則 など

【所管省庁：厚生労働省】

市の条例関係

●水道事業給水条例（施行規程）
●水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例
〇水道事業及び下水道事業管理規程
〇水道事業及び下水道事業資金管理運用基準
〇水道事業長期貸付規程

など

会計の法令

●地方公営企業法 など
法第２条により水道事業はこの法律の

適用を受ける地方公共団体が社会公共の
利益を目的に経営する企業
（他に、下水道・鉄道・病院・など）

・一般会計‥単式会計（現金主義）⇔水道会計‥複式会計（発生主義）
・いち企業体として公共福祉を増進
・企業として経済性を発揮するための企業会計

・給水区域
・給水装置
・給水工事の手続き、費用
・指定給水工事事業者（指定店）
・料金、手数料、負担金

など様々な内容が規定

・事業認可
・水質基準
・給水義務、給水停止
・施設基準、給水装置
・指定給水工事事業者（指定店）
・広域連携

など様々な内容が規定

－５－



経営戦略（改定）

◎「投資」・「財源」の中長期見通しの見直し
計画期間 令和１５年度
計画期間外 令和４５年度

【令和６年度改定予定】

●美濃加茂市の方針・計画 など

－６－

これまで これから

旧 水道ビジョン
◎方針

安心・安定・持続・環境・国際
◎実施計画

老朽管更新中心

【平成２１年策定】

新 水道ビジョン
◎方針

【令和３年度～１２年度】

安全

経営戦略

◎「投資」・「財源」の中長期見通し
計画期間 令和１１年度
計画期間外 令和３８年度

【平成３０年策定】

基本計画

◎具体的な施設計画（更新・維持）
老朽管・浄水場、配水池 など様々な施設等を

いつ、どうのように整備、更新していくかを具体
的に計画

【令和３年度・４年度で策定】

強靱 持続

料金
収入

老朽化対策
人件費 など

老朽管の更新＋耐震化
（布設替え）



項 目 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度

①行政人口 ５６，２９３人 ５６，６６５人 ５６，９９３人 ５７，３０８人 ５７，１７１人

②給水人口 ５５，９６２人 ５６，２９６人 ５６，６４９人 ５６，９８９人 ５６，８７２人

③普及率(②／①) ９９．４１％ ９９．３５％ ９９．４０％ ９９．４４％ ９９．４８％

④給水件数 １６，９０３件 １７，１６０件 １７，３８５件 １７，６７０件 １７，９５８件

●行政人口・給水人口・普及率

－７－

実績 ※予測

56,293 
56,665 

56,993 
57,308 57,171 

50,000

51,000

52,000

53,000

54,000

55,000

56,000

57,000

58,000

H28 H29 H30 R1 R2

①
行
政
人
口
の
動
向

・美濃加茂市の人口は令和２年度で初めて減少
・将来予測値も右肩下がりで減少
・人口予測値における減少スピードは、Ｈ３０の経営戦略時点よりＲ３の予測の方が早い

現状

人

★用語説明★
②給水人口‥‥水道の供給を受けている市民の数
③普及率‥‥‥全人口に対し、水道を供給している率

予測:国立社会保障・人口問題研究所
「日本の地域別将来人口推計」57,234 57,327 57,170 

56,379 
56,114 56,027 

55,791 

55,167 

54,106 

52,813 

Ｒ７ Ｒ１２ Ｒ１７ Ｒ２２ Ｒ２７

H30経営戦略時【社人研(H28)】

R3新ビジョン時【社人研(H30)】



－８－

②
給
水
人
口
・
給
水
件
数
の
動
向

現状

55,962 
56,296 

56,649 56,872 

50,000

51,000

52,000

53,000

54,000

55,000

56,000

57,000

H28 H29 H30 R1 R2

16,903 
17,160 

17,385 
17,670 

17,958 

15,000

15,500

16,000

16,500

17,000

17,500

18,000

H28 H29 H30 R1 R2

給水件数

人

件

給水人口 56,989

予測値の計算
各年の行政人口予測×99.4％（最大普及率実績）

56,891 56,983 56,827 

56,041 
55,777 55,691 

55,456 

54,836 

53,781 

52,496 

Ｒ７ Ｒ１２ Ｒ１７ Ｒ２２ Ｒ２７

H30経営戦略時【社人研(H28)】

R3新ビジョン時【社人研(H30)】

実績 予測

・行政人口同様、令和２年度で初めて減少
・将来予測値も右肩下がりで減少
・人口予測値における減少スピードは、

Ｈ３０の経営戦略時点よりＲ３の予測の方が激しい



●配水量・有収水量・有収率

項 目 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度

①年間総配水量 6,530,334㎥ 6,604,359㎥ 6,663,814㎥ 6,655,029㎥ 6,686,139㎥

②県水 4,610,272㎥ 4,694,633㎥ 4,826,865㎥ 4,759,590㎥ 4,820,083㎥

③市水 1,920,062㎥ 1,909,726㎥ 1,836,949㎥ 1,895,439㎥ 1,866,056㎥

④市水の割合（③／①) 29.40％ 28.92％ 27.57％ 28.48％ 27.91％

⑤年間有収水量 5,811,411㎥ 5,872,395㎥ 5,870,882㎥ 5,912,959㎥ 5,967,201㎥

⑥有収率（⑤／①) 88.99％ 88.92％ 88.10％ 88.85％ 89.25％

★用語説明★
①年間総配水量…１年間に浄水場（県・市）から供給した水の総量
⑤年間有収水量…①の内実際に料金として反映された水量
⑥有収率‥‥‥‥①に占める⑤の割合（数値が高いほど良い）

－９－

88.99 
88.92 

88.10 

88.85 

89.25 

86.00

87.00

88.00

89.00

90.00

91.00

5,500,000

5,700,000

5,900,000

6,100,000

6,300,000

6,500,000

6,700,000

H28 H29 H30 R1 R2

配水量・有収水量・有収率

年間総配水量 年間有収水量 有収率

水

量

有

収

率

ポイント
平成３０年度は「断水」があり、浄水場設備の
洗浄や断水解除日以降、水道管の洗管により、
料金に反映されない多くの水を使ったため、有
収率が大幅に減少している。

・総配水量・有収水量とも増加傾向
・有収率も微増（類似団体より少し良い率）
・漏水件数の減少はなく、事前発見も難しい

現状

㎥ ％



●水道料金（平成２６年４月１日～）

科目 口径 基本料金

従 量 料 金

～10㎥
11～
50㎥

51～
100㎥

101～
500㎥

501～
1,000㎥

1,001㎥～

水道料金

13mm
1,750 (  1,925)

175 (192.5) 185 (203.5) 195 (214.5) 215 (236.5) 240 (264)

20mm

25mm 3,200 (  3,520)

40mm 9,400 ( 10,340)

50mm 14,300 ( 15,730)

75mm 34,300 ( 37,730)

100mm 57,500 ( 63,250)

125mm 89,500 ( 98,450)

150mm 123,000 (135,300)

下水道使用料 1,400 (1,540) － 150 (165) 160 (176) 170 (187) 185 (203.5)

（単位：円）

－

★用語説明★

基本料金
水道を使わなくても一律負担
していただく料金

従量料金
11㎥以上の使用者に、使った
分に応じて負担いただく料金

※料金欄
太字：税抜 (  )：税込

【例】口径１３mmで、２０㎥使用した場合の１か月の水道料金
①基本料金‥‥１，７５０円
②従量料金‥‥（２０㎥－１０㎥）×１７５円＝１，７５０円
③合 計‥‥１，７５０円＋１，７５０円 ＝３，５００円（税抜）

３，８５０円（税込）

－１０－



－１１－

※県内の水道料金の比較（令和３年４月１日現在）
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水道料金の比較【一般家庭用（13mm口径）で１か月あたり20㎥使用の場合

円

・青色・赤色は岐阜県から水を購入している市町
・水道料金は、岐阜県調査資料から引用しています。

（税込）



●給水収益（料金収入）・供給単価・給水原価・料金回収率

－１２－

項 目 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度

①料金収入（税抜） 1,156,273,910円 1,168,579,361円 1,170,545,505円 1,181,698,175円 1,178,894,355円

②供給単価(1㎥当たり) 198.97円 199.00円 199.38円 199.85円 197.56円

③給水原価(1㎥当たり) 163.82円 172.86円 181.96円 179.27円 180.27円

④料金回収率（②／③) 121.46％ 115.12％ 109.57％ 111.48％ 109.59％

⑤１件あたりの年間料金収入 68,406円 68,099円 67.331円 66,876円 65,647円

⑥１件あたりの１か月料金収入 5,701円 5,675円 5,611円 5,573円 5,471円
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①給水収益（料金収入）

・給水人口の減少に比例し,令和２年度で初めて減少
・１件あたりの利用金収入も減少傾向
・森山浄水場を停止すると、県水を増量して購入し

なければならず、給水原価は高騰

現状

円

①
給
水
収
益
（
料
金
収
入
）
の
動
向
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④料金回収率
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③給水原価

★用語説明★
②供給単価……有収水量１㎥あたりに得られる料金収入

【料金収入÷年間有収水量】
③給水原価……有収水量１㎥あたりに要した費用

【（経常費用-受託工事費-長期前受戻入）÷年間有収水量 】
④料金回収率…水を作る費用を料金で賄えている率

（100％以上で高いほど良い）

－１３－
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②供給単価

％

円

円

・徐々に回収率は低下している
・高濁度で森山浄水場が停止すると、県水の受水が

増え、給水原価が上がり、回収率も低下(H30やR2)
現状

②
供
給
単
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・
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給
水
原
価
・
④
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項 目 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度

現
年
度

①調定額（税込） 1,248,772,353円 1,262,106,369円 1,264,185,899円 1,285,993,017円 1,296,741,327円

②収入金額(税込) 1,232,262,032円 1,243,209,544円 1,245,709,526円 1,268,648,357円 1,279,446,283円

③不納欠損額（税込） 0円 44,123円 0円 0円 0円

④未納額（税込） 16,510,321円 18,852,702円 18,476,373円 17,344,660円 17,295,044円

⑤収納率 98.68％ 98.51％ 98.54％ 98.65％ 98.67％

過
年
度

⑧調定額（税込） 104,083,886円 100,540,427円 104,673,166円 103,332,036円 106,723,521円

⑨収入金額（税込） 97,211,455円 94,545,493円 99,998,235円 98,462,704円 102,088,698円

⑩不納欠損額（税込） 1,412,651円 1,545,875円 162,919円 274,104円 45,058円

⑪未納額（税込） 5,459,780円 4,449,059円 4,512,012円 4,595,228円 4,589,765円

⑫収納率｛⑨÷（⑧－⑩)｝ 94.68％ 95.51％ 95.68％ 95.54％ 95.70％

●水道料金調定額・収納率

★用語説明★
① 調定額納付‥未納に関わらず、水道料金を納めてもらうべき料金 ⇒ 予算・決算ではこの金額が給水収益で計上します。

③ 不納欠損‥‥未納となっている市の債権のうち、徴収の見通しが立たないなどの理由（無財産・無資力、生活困窮、居住・財産
不明など）で未収金から欠損処理して除くことをいいます。

⑤ 収納率‥‥水道料金は、使った月の水量に対する料金請求は翌月となっています。
年度末の３月使用分の収納は４月で、３月末の決算時の収納率に反映されませんが、実質的な収納率は⑤でみます。

－１４－

※口振 ３月使用の
４月収入含む

※口振 ３月使用の
４月収入含む



－１５－
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水道料金調定額・収入額・収納率

調定額 収入金額 収納率

円

・長期間・大口の未納者は多くないが、未納者は状態化（同じ人）
・毎月２回の給水停止（予告）を実施し、未然に防ぐようしていま
す。

現状

％



項 目 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度

①調定件数 201,300件 204,160件 207,268件 210,470件 212,949件

②集金件数 0件 0件 0件 0件 0件

口 座
振 替

③口座振替依頼件数 181,101件 182,510件 184,641件 186,694件 188,175件

④口座振替割合（③／①) 89.97％ 89.40％ 89.08％ 88.70％ 88.37％

納付書

⑤初期納付書発行件数 20,199件 21,650件 22,627件 23,776件 24,774件

⑥口座振替不能後納付書発行件数 3,635件 4,182件 4,072件 3,673件 2,932件

⑦納付書総発行件数（⑤＋⑥) 23,834件 25,832件 26,699件 27,449件 27,706件

⑧納付済件数（⑨＋⑩＋⑪) 21,698件 23,038件 23,877件 24,779件 25,162件

⑧
の
内
訳
・
割
合

⑨ 金融機関窓口 5,493件 5,735件 5,370件 5,218件 3,997件

金融機関窓口の割合 25.32％ 24.89％ 22.49％ 21.06％ 15.89％

⑩ コンビニ 16,205件 17,303件 18,507件 19,503件 19,627件

コンビニの割合 74.68％ 75.11％ 77.51％ 78.71％ 78.00％

⑪ スマホ決裁 0件 0件 0件 58件 1,538件

スマホの割合 0.00％ 0.00％ 0.00％ 0.23％ 6.11％

●水道料金収納方法別内訳（件数）

－１６－

ポイント

○○ＰＡＹ等のスマホ決裁を令和１年度から採用

増加中

減少中



●水道の新設・改造の分担金

メーターの口径 分担金の額（税抜）

三和地区以外 三和地区

１３ミリ ２２０，０００円 ４４５，０００円

２０ミリ ３５０，０００円 ５７５，０００円

２５ミリ ８７０，０００円 １，１５０，０００円

４０ミリ ２，７００，０００円 ３，３７５，０００円

５０ミリ ４，１００，０００円 ５，２２５，０００円

７５ミリ １０，５００，０００円 １２，７５０，０００円

１００ミリ以上 管理者が別に定める 管理者が別に定める

※改造の場合は、新口径に係る分担金と旧口径に係る分担金との差額

●手 数 料

工事検査手数料

メーターの口径 手数料（１回につき）

２５ミリ以下 １，０００円

４０ミリ・５０ミリ ２，０００円

７５ミリ以上 ５，０００円

※水道の新設や改造する場合は、市への申し込み・
検査を受けなければいけませんが、その際に検査
手数料がかかります。

指定給水装置
工事事業者指定

手数料

メーターの口径 手数料（１回につき）

新規指定 １０，０００円

更新指定 １０，０００円

※上下水道は、有資格技術者がおり、上下水道工事を確実に行
える設備等のある事業者を指定（指定店制度）しています。
指定店しか上下水道設備の施工はできません。
水道法の改正で指定店の更新制度が義務化され、それに伴い
更新に係る費用を手数料として納付することとなっていま

す。

－１７－



●県水（岐阜県東部広域水道事業）の受水費 【費用】

項 目 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度

①受水量 4,610,272㎥ 4,694,633㎥ 4,826,865㎥ 4,759,590㎥ 4,820,083㎥

②受水費 基本料金 231,076,082円 232,094,178円 239,189,971円 242,598,032円 242,802,432円

③受水費 従量料金 243,975,593円 248,433,971円 255,437,693円 254,205,732円 259,802,472円

④受水費 合計 （②＋③) 475,051,675円 480,528,149円 494,627,665円 496,803,764円 502,604,904円

⑤１㎥あたりの受水費単価 103.04円 102.36円 102.47円 104.38円 104.27円

★用語説明★
②基本料金

｛（当年含む3か年の月平均給水量の最大値）÷3年×1.12×14,283円｝
③従量料金

（年間受水総水量×４９円）

補正係数

※（金額は税込）

－１８－

※下記計算の額に消費税が加算されま
す。



－１９－
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県水 受水量と受水費

受水量 受水費

◆Ｈ３０・Ｒ２の解説
・Ｈ３０‥‥断水による受水量の大幅増加＝受水費の増加
・Ｒ２‥‥‥７月の長雨による受水量の増加＝受水費の増加

◆Ｒ１の解説
・受水量はＨ３０より減少し、受水量が減少＝従量料金も減少の通常でした。

しかし、基本料金は「３年間の月平均給水量の最大値」を基に計算されることから、Ｈ３０断水時の月平均給水量
（７月）の最大値が大きかったため、基本料金が大きく増加し、受水費が減少しても全体受水費は増加となりました。

※税込表示のため、Ｒ１下半期から消費税が
２％増で、基本的な増加要因あり

㎥ 円



５か年の推移 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度

年度末残高 1,185,950,300円 1,088,190,774円 989,987,563円 891,333,228円 790,141,342円

●企業債（建設改良債） 【費用】

★用語説明★

企業債……投資事業（建設改良事業）を実施する際には多額の費用を要します。
水道事業が開始されて市内全域に水道を普及する事業を行っていた際には、毎年多くの工事費
用が必要でした。
工事費用を賄う財源は、国の補助金や受益者の分担金などでも賄いますが、費用を賄うには到
底足りません。
足らない財源を企業債（起債）として借り入れして賄っています。（原則３０年償還）

－２０－

各年度の
借入と償還

借入 0円

償還 98,022,825円

借入 0円

償還 97,759,526円

借入 0円

償還 98,203,211円

借入 0円

償還 98,654,335円

借入 0円

償還 101,191,886円

平成２１年度以降は企業債の借入はなく、令和１６年度に完済予定



●水道管の種類・老朽化・耐震化

－２１－

①導水管 １１２ｍ

法定(40年)経過 ０ｍ

上記老朽管率 ０．０％

経年(20年)経過 ０ｍ

上記経年管率 ０．０％

②送水管 ８，８７８ｍ

法定(40年)経過 １２ｍ

上記老朽管率 ０．１％

経年(20年)経過 ３，６６７ｍ

上記経年管率 ４１．３％

③配水本管 ４，３４２ｍ

法定(40年)経過 ９ｍ

上記老朽管率 ０．２％

経年(20年)経過 ２，２７２ｍ

上記経年管率 ５２．３％

④配水支管 ５６６，８０７ｍ

法定(40年)経過 ３２，８５２ｍ

上記老朽管率 ５．８％

経年(20年)経過 ３１１，０６８ｍ

上記経年管率 ５４．９％

⑤合 計 ５８０，１３９ｍ

法定(40年)経過 ３２，８７３ｍ

上記老朽管率 ５．７％

経年(20年)経過 ３１１，００７ｍ

上記経年管率 ５４．６％
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管路老朽化率（％）

美濃加茂市 類似団体平均値

★用語説明★
① 導水管‥‥‥飛騨川から汲んだ水を森山浄水場へ送水する管
② 送水管‥‥‥浄水場から各配水池へ送水する管（大）
③ 配水本管‥‥配水池から各配水エリアへ送水する管（大・中）
④ 配水枝管‥‥配水本管から枝分かれして、より細かなエリア

へ送水する管（中・小）
※ 給水管‥‥‥配水枝管から各家庭へ送水する管（小）

水道管の老朽化

類似団体平均値

１７．１１％

※Ｒ２年度は、全国の統計数値がまだ判明していないた
め、

Ｒ１年度までを表示しています。



－２２－

・老朽化率は類似団体平均値の１／３以下
・年々老朽化率は増加
・耐震化率は全国平均よりも低い
・当市は、老朽管の更新 ＝ 耐震化で整備中

現状

水道管の耐震化

①導水管 １１２ｍ

耐震管 １１２ｍ

耐震化率 １００．０％

耐震適合性 ０ｍ

耐震適合化率 ０．０％

合 計 １１２ｍ

耐震＋適合 １００．０％

②送水管 ８，８７８ｍ

耐震管 ３，６１１ｍ

耐震化率 ４０．７％

耐震適合性 ２，８５８ｍ

耐震適合化率 ３２．２％

合 計 ６，４６９ｍ

耐震＋適合 ７２．９％

③配水本管 ４，３４２ｍ

耐震管 ７４７ｍ

耐震化率 １７．２％

耐震適合性 １，９５３ｍ

耐震適合化率 ４５．０％

合 計 ２，７００ｍ

耐震＋適合 ６２．２％

④配水支管 ５６６，８０７ｍ

耐震管 ６８，４０５ｍ

耐震化率 １２．０％

耐震適合性 ２０４ｍ

耐震適合化率 ０．１％

合 計 ６８，６０９ｍ

耐震＋適合 １２．１％

⑤合 計 ５８０，１３９ｍ

耐震管 ７２，８７５ｍ

耐震化率 １２．５％

耐震適合性 ５，０１５ｍ

耐震適合化率 ０．９％

合 計 ７７，８９０ｍ 類似団体平均値

耐震＋適合 １３．４％ 約２５．０％

★用語説明★

耐震管‥‥‥地震動において、管の破損や継手の
離脱等の被害が軽微な管
【耐震型継手のダクタイル鋳鉄管、

鋼管、水道配水用ポリエチレン管
（高密度）など】液状化にも同様の

耐震性

耐震適合管‥地震動において、地盤によっては管
の破損継手の離脱等の被害が軽微な管


